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S-2. 「拡散 MRI の基礎と最近の展開」 
○押尾 晃一 

慶應義塾大学医学部放射線診断科 

要旨： 

拡散の MRI は古くから知られた技術で、近年は臨床的にも日常的に使われるようになってい

る。拡散 MRI とは、水分子の拡散現象をとらえて画像のコントラストをつくるものであり、主な

応用分野は脳虚血の診断、腫瘍の診断、脳白質のファイバートラッキングと多彩で、非常に有

用なコントラストが得られる。しかしながら、拡散現象と、上記の様々なコントラストに対する関

係は直感的にわかりにくいだけでなく、理論的な研究レベルでもほとんど本質的な理解がされ

ていなかった。この数年来この分野での研究が急速に進み、理論的な基礎ができあがりつつ

あり、臨床分野での応用研究へと進むことが期待される。今回はこの経過をふまえて、拡散

MRI の全体像をできるだけわかりやすく解説し、また最近の ISMRM での話題を紹介する。 
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